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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年12月6日(2018.12.6)

【公表番号】特表2018-507029(P2018-507029A)
【公表日】平成30年3月15日(2018.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-010
【出願番号】特願2017-540699(P2017-540699)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｎ   5/067    (2006.01)
   Ａ６１Ｈ  23/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年10月29日(2018.10.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの皮膚表面領域に周期的機械力を印加し、ユーザの肌表面領域に肌用調剤を送達
するように構成され、前記肌用調剤を保持する凹型の前面を有するアプリケータチップを
含むアプリケータアセンブリ；及び
　前記アプリケータアセンブリに隣接する又は前記アプリケータアセンブリ内部の少なく
とも一の電磁エネルギー源を含み、ユーザの肌の表面領域内の一又は複数の皮層に浸透す
るために十分な性質及び継続時間を有する電磁エネルギー刺激のパルスを送達するように
構成された電磁エネルギーアセンブリ
を備える装置。
【請求項２】
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、前記アプリケータアセンブリの外縁に隣接し
ている、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、複数の発光ダイオードを備え、少なくとも、
約５９０ナノメートルのピーク放射波長を有する第１の連続的電磁エネルギー刺激と、約
８５０ナノメートルから約８７０ナノメートルの範囲のピーク放射波長を有する第２の連
続的電磁エネルギー刺激とを、同時に又は連続して生成するように構成されている、請求
項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、狭帯域多色放射を介して単一の支配的放射波
長を生成するように構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記単一の支配的放射波長が約５９０ナノメートルである、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
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　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、少なくとも一の発光ダイオード（ＬＥＤ）を
含む、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記少なくとも一の発光ダイオード（ＬＥＤ）が、約５９０ナノメートルの支配的放射
波長で発光する第１のＬＥＤと、約８５０～８７０ナノメートルで発光する第２のＬＥＤ
とを含む、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１の発光ダイオード（ＬＥＤ）は黄色の可視光を放射し、前記第２のＬＥＤは赤
外光を放射する、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記第１の発光ダイオード（ＬＥＤ）：前記第２のＬＥＤの電力放射の比が４：１であ
る、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１の発光ダイオード（ＬＥＤ）は１平方センチメートル当たり約２ミリワット（
ｍＷ／ｃｍ２）で発光し、前記第２のＬＥＤは約０．５ｍＷ／ｃｍ２で発光する、請求項
９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記肌表面領域において受け取られる前記電磁エネルギーアセンブリのエネルギーフル
エンスが約４Ｊ／ｃｍ２未満である、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記電磁エネルギーアセンブリが更に、前記電磁エネルギーアセンブリから前記肌の上
に発光された光を拡散させて、照射領域を広げるように構成された拡散レンズを含む、請
求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、前記アプリケータアセンブリを囲む複数の電
磁エネルギー源を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、前記アプリケータアセンブリ内部に含まれて
いる、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、前記ユーザの肌表面領域に約３Ｈｚの周波数
で光のパルスを放射する、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　ユーザの皮膚表面領域に周期的機械的力を印加するためにアプリケータチップを所定の
運動で駆動するように構成されたモータを含むアプリケータアセンブリであって、前記ア
プリケータアセンブリは、前記ユーザの肌表面領域に肌用調剤を送達するように構成され
、前記所定の運動は皮膚領域の表面に実質的に垂直及び平行な運動の振幅を有し、皮膚と
接触する前記アプリケータチップの表面積の量が、前記アプリケータチップの各運動サイ
クルの間、前記アプリケータチップの前記皮膚表面と平行な方向の運動の量と共に増加す
る、アプリケータアセンブリと、
　複数の電磁エネルギー源を含む電磁エネルギーアセンブリであって、前記複数の電磁エ
ネルギー源が前記アプリケータアセンブリを含む領域の周囲に沿って配置されるように前
記複数の電磁エネルギー源が前記アプリケータアセンブリを囲み、前記複数の電磁エネル
ギー源が、前記ユーザの皮膚表面領域内の一または複数の皮層に浸透するために十分な性
質及び継続時間を有する電磁エネルギー刺激のパルスを送達するように構成された、電磁
エネルギーアセンブリとを備えた装置であって、
　前記アプリケータチップによって前記皮膚表面領域に送達された前記肌用調剤は、前記
パルスの電磁エネルギー刺激と相互作用するように構成され、
　少なくとも一つの電磁エネルギー源が前記アプリケータアセンブリの外縁に隣接しかつ
その外側に固定され、前記複数の電磁エネルギー源が前記アプリケータチップの前記所定
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の運動を受けることなく固定される装置。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　［００１５］一実施形態によれば、電磁エネルギーアセンブリは更に、電磁エネルギー
アセンブリから肌の上に放射された光を拡散させて照射を広げるように構成された拡散レ
ンズを含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　［００１９］一実施形態によれば、ユーザの肌表面領域に圧縮力を生じさせ、肌用調剤
の浸透性に影響を及ぼすために十分な性質及び継続時間を有する周期的機械力をユーザの
肌表面領域に印加することを含む、スキンケア装置により実施されるスキンケア方法が提
供される。方法は更に、ユーザの肌表面領域を、ユーザの肌表面領域内の一又は複数の皮
層に浸透するために十分な性質及び継続時間を有する電磁エネルギー刺激のパルスを用い
て照射することを含む。
 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　［００２３］一実施形態によれば、ユーザの肌表面領域を、ユーザの肌表面領域内の少
なくとも一の又は複数の皮層に浸透するために十分な性質及び継続時間を有する電磁エネ
ルギー刺激のパルスを用いて照射することを含む方法は、少なくとも、約５９０ナノメー
トルのピーク放射波長を有する第１のパルス電磁エネルギー刺激と、約８５０ナノメート
ルから約８７０ナノメートルの範囲のピーク放射波長を有する第２のパルス電磁エネルギ
ー刺激を、同時に又は連続して放射することを含む。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　［００２４］一実施形態によれば、ユーザの肌表面領域を、ユーザの肌表面領域内の少
なくとも一の又は複数の皮層に浸透するために十分な性質及び継続時間を有する電磁エネ
ルギー刺激のパルスを用いて照射することを含む方法は、少なくとも、１平方センチメー
トル当たり約２ミリワット（ｍＷ／ｃｍ２）のピーク放射照度を有する第１の連続的電磁
照射刺激と、約０．５ｍＷ／ｃｍ２のピーク放射照度を有する第２の連続的電磁照射刺激
とを、同時に又は連続して放射することを含む。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】

　［００９６］上記教示の観点から、本発明の多数の修正例及び変形例が可能である。し
たがって、特許請求の範囲内において、特許請求される発明は、本明細書に具体的に記載
さているもの以外の方法でも実施されうる。
　また、本願は以下に記載する態様を含む。
（態様１）
　ユーザの皮膚表面領域に周期的機械力を印加し、ユーザの肌表面領域に肌用調剤を送達
するように構成されたアプリケータチップを含むアプリケータアセンブリ；及び
　前記アプリケータアセンブリに隣接する又は前記アプリケータアセンブリ内部の少なく
とも一の電磁エネルギー源を含み、ユーザの肌の表面領域内の一又は複数の皮層に浸透す
るために十分な性質及び継続時間を有する電磁エネルギー刺激のパルスを送達するように
構成された電磁エネルギーアセンブリ
を備える装置。
（態様２）
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、前記アプリケータアセンブリの外縁に隣接し
ている、態様１に記載の装置。
（態様３）
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、複数の発光ダイオードを備え、少なくとも、
約５９０ナノメートルのピーク放射波長を有する第１の連続的電磁エネルギー刺激と、約
８５０ナノメートルから約８７０ナノメートルの範囲のピーク放射波長を有する第２の連
続的電磁エネルギー刺激とを、同時に又は連続して生成するように構成されている、態様
１に記載の装置。
（態様４）
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、狭帯域多色放射を介して単一の支配的放射波
長を生成するように構成されている、態様１に記載の装置。
（態様５）
　前記単一の支配的放射波長が約５９０ナノメートルである、態様４に記載の装置。
（態様６）
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、少なくとも一の発光ダイオード（ＬＥＤ）を
含む、態様１に記載の装置。
（態様７）
　前記少なくとも一の発光ダイオード（ＬＥＤ）が、約５９０ナノメートルの支配的放射
波長で発光する第１のＬＥＤと、約８５０～８７０ナノメートルで発光する第２のＬＥＤ
とを含む、態様６に記載の装置。
（態様８）
　前記第１の発光ダイオード（ＬＥＤ）は黄色の可視光を放射し、前記第２のＬＥＤは赤
外光を放射する、態様７に記載の装置。
（態様９）
　前記第１の発光ダイオード（ＬＥＤ）：前記第２のＬＥＤの電力放射の比が４：１であ
る、態様８に記載の装置。
（態様１０）
　前記第１の発光ダイオード（ＬＥＤ）は１平方センチメートル当たり約２ミリワット（
ｍＷ／ｃｍ２）で発光し、前記第２のＬＥＤは約０．５ｍＷ／ｃｍ２で発光する、態様９
に記載の装置。
（態様１１）
　前記肌表面領域において受け取られる前記電磁エネルギーアセンブリのエネルギーフル
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エンスが約４Ｊ／ｃｍ２未満である、態様１に記載の装置。
（態様１２）
　前記電磁エネルギーアセンブリが更に、前記電磁エネルギーアセンブリから前記肌の上
に発光された光を拡散させて、照射領域を広げるように構成された拡散レンズを含む、態
様１に記載の装置。
（態様１３）
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、前記アプリケータアセンブリを囲む複数の電
磁エネルギー源を含む、態様１に記載の装置。
（態様１４）
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、前記アプリケータアセンブリ内部に含まれて
いる、態様１に記載の装置。
（態様１５）
　前記少なくとも一の電磁エネルギー源が、前記ユーザの肌表面領域に約３Ｈｚの周波数
で光のパルスを放射する、態様１に記載の装置。
（態様１６）
　スキンケア装置によって実施されるスキンケア方法であって、
　ユーザの肌の一領域に圧縮力を生じさせ、肌用調剤の浸透性に影響を及ぼすために十分
な性質及び継続時間を有する周期的機械力をユーザの肌表面領域に印加すること；及び
　ユーザの前記肌領域内の一又は複数の皮層に浸透するために十分な性質及び継続時間を
有する電磁エネルギー刺激のパルスを用いて前記ユーザの肌領域を照射すること
を含む方法。
（態様１７）
　ユーザの前記肌領域に圧縮力を生じさせ、肌用調剤の浸透性に影響を及ぼすために十分
な性質及び継続時間を有する前記周期的機械力をユーザの前記肌領域に印加することが、
前記肌領域に実質的に垂直な振動力を印加することを含む、態様１６に記載のスキンケア
方法。
（態様１８）
　ユーザの前記肌領域に圧縮力を生じさせ、肌用調剤の浸透性に影響を及ぼすために十分
な性質及び継続時間を有する前記周期的機械力をユーザの前記肌領域に印加することが、
前記肌領域の表面に実質的に垂直な運動の振幅が約０．０１インチから約０．０７５イン
チの範囲である、実質的に垂直な機械力を印加することを含む、態様１６に記載のスキン
ケア方法。
（態様１９）
　ユーザの前記肌領域内の少なくとも一の又は複数の皮層に浸透するために十分な性質及
び継続時間を有する電磁エネルギー刺激のパルスを用いて前記ユーザの前記肌領域を照射
することが、少なくとも、約５９０ナノメートルのピーク放射波長を有する第１のパルス
電磁エネルギー刺激と、約８５０ナノメートルから約８７０ナノメートルの範囲のピーク
放射波長を有する第２のパルス電磁エネルギー刺激とを、同時に又は連続して放射するこ
とを含む、態様１６に記載のスキンケア方法。
（態様２０）
　ユーザの前記肌領域内の少なくとも一の又は複数の皮層に浸透するために十分な性質及
び継続時間を有する電磁エネルギー刺激のパルスを用いて前記ユーザの前記肌領域を照射
することが、前記肌領域内の一又は複数の皮層に浸透し、肌領域内の一又は複数の表皮関
連タンパク質、真皮表皮接合部関連タンパク質、又は真皮関連タンパク質の上方制御に影
響を及ぼすために十分な性質及び継続時間を有する電磁エネルギー刺激のパルスを送達す
ることを含む、態様１６に記載のスキンケア方法。
（態様２１）
　ユーザの前記肌領域内の少なくとも一の又は複数の皮層に浸透するために十分な性質及
び継続時間を有する電磁エネルギー刺激のパルスを用いて前記ユーザの前記肌領域を照射
することが、一又は複数の皮層に浸透し、前記一又は複数の皮層内において一又は複数の



(6) JP 2018-507029 A5 2018.12.6

活性剤を活性化させるために十分な性質及び継続時間を有する電磁エネルギー刺激のパル
スを送達することを含む、態様１７に記載のスキンケア方法。
（態様２２）
　ユーザの前記肌領域内の少なくとも一の又は複数の皮層に浸透するために十分な性質及
び継続時間を有する電磁エネルギー刺激のパルスを用いて前記ユーザの前記肌領域を照射
することが、少なくとも、１平方センチメートル当たり約２ミリワット（ｍＷ／ｃｍ２）
のピーク放射照度を有する第１の連続的電磁照射刺激と、約０．５ｍＷ／ｃｍ２のピーク
放射照度を有する第２の連続的電磁照射刺激とを、同時に又は連続して放射することを含
む、態様１６に記載のスキンケア方法。
態様を含む。 
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